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日本語母語話者による使役やりもらい文































































































































① 2 3 2 0 0 7
② 1 3 14 0 0 18
③ 0 0 2 3 0 5







④ 6 5 0 1 0 12
⑤ 1 0 0 1 1 3















































































































































































































































































初級 7 23 0 1 0 31

















































恩恵 ○ 話しことば・書きことば両方 アゲル・クレル・モラウ
許可求め △ 話しことば的 クレル・モラウ
謙譲 × 話しことば的 モラウ
やりもらい文の周辺にある表現についても今後は調査していきたい。
用例出典
①・「水曜どうでしょう激闘西表島」2007年HTB制作
　・「水曜どうでしょう　ジャングルリベンジ」2005年　HTB制作
②・「徹子の部屋」2008年11月3日～7日放送分テレビ朝日制作
③・「爆笑オンエアバトルスピードワゴン」2005年ポニーキャニオン
　・「M－1グランプリthe　BEST2004～2006」2007年　よしもとアール・アンド・シー
④・伊坂幸太郎『アヒルと鴨のコインロッカー』2007年東京創元社
　・伊坂幸太郎『チルドレン』2008年　講談社
　・あさのあつこ『ガールズブルー』2007年　文春文庫
　・梅原淳『鉄道不思議読本』2008年　朝日新聞出版
　・梅原淳『新幹線不思議読本』2008年　朝日新聞出版
⑤・「朝日新聞朝刊」2008年7月30・31日分
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市川（2005）に、学習者にとって使役表現は、「使役、使役受身、使役やりもらい、
いずれも、いつ使ってよいかがわかりにくい」とある。
市」ll　（2005）　よ　りo
①～③は話しことば、④⑤は書きことばである。
アゲル系統の補助動詞とは「やる・あげる・さしあげる」、クレル系統とは「くれ
る・くださる」、モラウ系統とは「もらう・いただく」をさす。
初級は『初級日本語』、『日本語初級』、『初級日本語げんき』、『新文化初級日本語』、
『新日本語の基礎』、『みんなの日本語』で、中級は『新日本語の中級』、『中級から
学ぶ日本語』である。
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